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Ⅰ 緒 言

こ先に行った研究において,著者1)は家兎の皮

｢ごに接種 された結核菌の局所における増穂を検

討する事により,菌の病原性を解析しようと試

みた｡この際,病理組織学的に認めうる細胞内

えの菌の移 しい集積が,果 して接種 された菌の

細胞内増殖によるものか否かを検討する目的で

.,薗弓安置局所の定量培養法を行なったO この実

｢験成績によれば,細胞内抗酸菌の増加 と期を一

にして,組織培養によっても局所における生菌

数の増加を認める事が出来た . 然 し培養基上に

算定 された生菌数の増加は,顕微鏡下に認めら

れ た抗酸菌の教に比べればなお幾分不充分な成

績で,菌の培養にあた り生 じた コロニー数が果

して培養当初の生菌数を意味するか否かが疑問

で あると考えた｡即ち菌は培養当初に互いに凝
集 し,これによって作 られた薗集塊が発育 して

-その後培養基上に 1個のコロニーとして認めら

れる可能性がある｡この点は,すでに Yegian

‥ヱ)等により指摘 された所であるから,著者 もこ

の点を取 り挙げて,･先に行った臓器定量培養の

手技に関する再検討を行った ｡

刀 実験材料並びに方法

体重 2.5kg程度の白色健康家兎を使用 し,

夫々その10カ所を選んで皮下に鳥 型 薗 4121株

の各 1mg を,一光の論文において報告 した方

法に従って接種 した｡注射直後,1,2,4,8,

ユ1,15日及び3,6,10週の後において,接種局

所の皮下組織を採取 し,乳封にて海砂 と共に充

分に磨砕 し,それを Dubosの tween albu-

Jnin 培地で段階稀釈 し,得 られた組織の均等

浮溶液を次のように培養基に注入した ｡ その 1

ほ固形培地での表面培養で, 1%小川培地の斜

面に上述組織浮済液の 0.1ccを注入し,その

培地斜面を水平に位置 して醇卵器内に一昼夜静

置 した後,直立 して4週間の培養を行った｡他

の培養基は Yegian によって指摘 されている

Dubosのalbumin寒天培地である｡直径9cm

のシャーレに前記組織均等浮酵液の 0.1ccを

注入し,予め作成 した Dubosの albumin寒天

培地を注入してよく組織浮非液 と混和 した後,

室温にてこれを凝固させ, ビニールの袋に収め

て 37oCで培養する｡ この場合 Dubosの寒天

培地は使用直前に albuminを加えるように注

意 した｡この培地におけるコロニーの発育はす

でに10日目において明らかにな り,コロニー数

算定が出来 るようになるが,念のため4週間培

養 して小川培地 と比較 した ｡

皿 実 験 成 績

動物に接種 した菌液の生菌数を算 定 す る為

に, これを前記の小川及び Dubosの培地に培

養 した成績は第 1表の如 くである｡薗液の生菌

数は 3-5×108/ccを示してお り,高濃度の菌

液の培養では培養成績は Dubos培地における

第 1表 接種菌液の生菌数

志 望 芸 賢 い 08 107 106 105 104

Dubos培地 0 5 36 353 ∞

小 川 培 地 0 3 14 54 ∞

註 上記数字は,稀釈菌液 0.1cc中より得た
コロニー数を示す｡
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第 2表 鳥型結核菌4121株接種局所家兎皮下網状織及び皮下結節壊死部における生菌数の消長
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1ccより得たコロ--数を示す｡

菌数が小川培地のそれに勝っている｡定量培養

の成績は第2表に示した如くである｡表には4

週間培養の判定成績が示されている｡表に明ら

かなように菌は第1例においては接種後次第に

増加して8日後に最高値に達し,
以後次第に王威

少するが
,
接種後6週に重り再び増加の傾向を

示している｡他の動物においても殆んど同様の

成績で
,
接種後8日目に最大の菌数を示してい

るが
,
菌の増加は第1例におけるほど著しいも

のではなかった｡菌の増加は,
第1例において

ほ接種後1日目に比し8日目には約100倍に達

するが
,
第2例では10倍のorderの菌数を示

すにとどまっている｡
Dubos

培地 と小川培地との成績を比較すると,高稀釈浮

涛液において発生 したコロニー数は殆 んど同様で

あ る に かかわ らず,低稀釈浮源液 で は 小 川 培 地 よ り Dubos の培地において数倍に及ぶ

菌数が算定された｡ 薗接種後15日以後におい

ては,接種局所の病変 として結節形成が著明で

ある｡ それ故に これを結節中心部 と間囲cj酷状織 と

に 分 って定量培養を行ったが,結節筒囲網状織にお

ける菌数は 日を迫って次第に増加の傾向を示

してお り, この成績でも Dubos培j也と小川培地 との

間にJjEに述べたような菌数D差が 認 め ら れた ｡

Ⅳ 総括並びに考接Dubosや

Middlebrook3)は,結核宙を培養するに当 り, albumin とtween とを培地
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し,これによって菌の良好 な発育をえたのみで

な く,同じ薗浮涯液よりえたコロ--数がその

表面培養 よりも多数である事を発見した ｡ か く

の如 く深部培養によって表面培養 よりも多数の

菌数をえる原因として,表面培養においてほ菌

が凝集 して菌塊を作 り,多数 の菌 より一つのコ

ロニーの発生する可君臣性の多い事によるものと

推論 している｡著者は この点に留意 して,臓器

の定量培養においてもかかる固形培地における

深部培養が,従来行なわれて来た表面培養に比

してどの程度の利点を有するかに関して検討を

加えてお く必要がある事に想達 した｡か くして

行なった上記の実験結果では,予期 し た 如 く

Dubsoの深部培地においては,従来著者の使用

した小川培地におけるより多数 の菌数を検出し

得たのである｡然 し Dubosと小 川培地 との差

紘,菌 の濃度の高い場合に著明であり,充分に

稀釈 された薗液では培地による差異が殆んど認

められなかった｡ 従って従来小川培地でなされ

て来た著者の冥験は,組織浮涛液の稀釈が充分

なされてお り, これに よって得た成績は充分信

頼のおけるものである事が今回の実験でも明ら

かにされたのである｡ 定量培養における実験は

この意味で鯛職 の均等浮沸き夜の段階稀釈を充分

に行い,稀薄な菌数 での定量培養成績がえられ

るように注意を払 う必要がある｡

Ⅴ 績 論

著者は家兎の皮下に鳥型菌を接種 し,その後

程時的に局所を採取 し小川培地及び Dubosの

京大結研紀要 第8巻 第2号 増刊号

albumin 寒天培地の両者によって,同時に薗~

の培養を行ってその成績を比較 した｡

1) 臓器の定量培養に当ってほ臓器の均等浮

き捧液を充分に稀釈して,菌数の少ない稀釈液で

の培養成績を判定規準にするがよい ｡

2) 菌数の多い低稀釈濃度での定量培養は,

深部培養の成績が表面培養の成績に 勝 っ て い

る｡

3) 家兎皮下に接種 された菌 の推移に関する

成績は,先に報ぜられたもの と同様である｡即

ち注射後次第に増加 し8日目前後に最大値 とな

り以後次第に減少する｡
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